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平成29年６月号　２

平成29年度 鶴居村予算は
51億8,100万円

■
歳
入

平
成
29
年
度
予
算
の
内
容
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一
般
会
計
は
43
億
２
０
０
万
円
で
あ
り
、
特
別
会
計
を
合
せ
た
総
額
は
51
億
８
，１

０
０
万
円
の
予
算
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度
は
村
長
選
挙
の
年
で
あ
り
、
当

初
予
算
は
経
常
的
な
経
費
を
中
心
と
し
た
骨
格
予
算
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
政
策
的

な
経
費
を
反
映
し
た
肉
付
け
後
の
６
月
補
正
後
予
算
と
の
比
較
で
は
３
，６
８
０
万

円
の
増
額
（
＋
０
・
７
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
村
の
将
来
に
向
け
、
子
育
て
環
境

や
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、
産
業
の
振
興
や
定
住
化
の
促
進
な
ど
を
重
視
し
た
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

■
歳
出

会計別予算額と前年度比較
会　計　名 29年度当初 28年度6月補正後 増減率
一　般　会　計 43億0,200万円 42億5,187万円 1.2%

特　

別　

会　

計

水 道 事 業 3,470万円 4,210万円 △ 17.6%
農業集落排水事業 6,340万円 6,890万円 △ 8.0%
国 民 健 康 保 険 4億0,390万円 4億2,443万円 △ 4.8%
村 立 診 療 所 8,500万円 8,120万円 4.7%
介 護 保 険 2億5,630万円 2億4,290万円 5.5%
後期高齢者医療 3,570万円 3,280万円 8.8%
小　　　計 8億7,900万円 8億9,233万円 △ 1.5%

合　　　　計 51億8,100万円 51億4,420万円 0.7%
（金額は千円単位を四捨五入して、万円単位で統一しています。）

愛
す
る
郷
土
・
未
来
の
創
造

〜
夢
を
抱
き

笑
顔
で
輝
く
村
づ
く
り
〜

　

村
税
は
、
３
億
２
，５
８
２
万
円
と
前
年
度
比

２
・
５
％
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
村
民
税
は

法
人
住
民
税
の
法
人
税
割
の
増
収
な
ど
に
よ
り
前

年
度
比
３
・
９
％
の
増
、
軽
自
動
車
税
で
は
標
準

税
率
の
引
上
げ
・
登
録
台
数
の
増
な
ど
に
よ
り
前

年
度
比
11
・
２
％
の
増
と
し
、
一
方
、
村
た
ば
こ

税
と
入
湯
税
は
減
収
見
込
に
よ
り
、
村
税
全
体
と

し
て
は
例
年
並
み
の
水
準
と
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
約
半
分
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
、
地

方
財
政
計
画
等
に
基
づ
き
、
普
通
交
付
税
と
特
別

交
付
税
を
合
せ
た
総
額
で
19
億
７
，４
９
２
万
円

と
し
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
・
道
支
出
金
は
、
間
伐
材
の
生
産
及
び
路
線

網
整
備
、
橋
梁
補
修
及
び
点
検
調
査
、
公
営
住
宅

の
建
築
な
ど
の
補
助
金
等
を
計
上
し
ま
し
た
が
、

村
立
診
療
所
建
替
完
了
等
に
よ
る
影
響
に
よ
り
、

合
計
で
４
億
１
，１
３
７
万
円
と
前
年
度
比
23
・

１
％
の
減
額
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

諸
収
入
は
、
今
後
の
公
共
施
設
の
更
新
に
備
え

新
た
な
基
金
の
設
置
や
投
資
的
経
費
の
財
源
と
し

て
備
荒
資
金
か
ら
８
億
３
，４
０
０
万
円
を
取
崩

す
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
１
・
５
倍
の
増

額
と
し
て
い
ま
す
。

　

村
債
で
は
、
高
規
格
救
急
自
動
車
購
入
や
単
身

者
用
村
有
住
宅
整
備
な
ど
、
国
等
か
ら
の
借
入
れ

を
３
億
１
，１
６
０
万
円
と
し
、
前
年
度
比
23
・

０
％
の
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

人
件
費
は
、
村
職
員
の
給
与
改
定
や
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
の
増
員
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
５
・

４
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
扶
助
費
は
、
老
人

医
療
給
付
費
対
象
者
の
増
加
や
臨
時
福
祉
給
付
金

な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
２
・
８
％
の
増
、
公
債
費

で
は
大
口
起
債
の
償
還
終
了
な
ど
に
よ
り
前
年
度

比
３
・
０
％
の
減
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

義
務
的
経
費
の
全
体
で
は
12
億
７
，６
０
９
万
円

と
前
年
度
比
１
・
２
％
の
増
額
と
し
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
は
、
老
人
福
祉
住
宅
増
築
、
鶴
居

ど
さ
ん
こ
牧
場
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
改
修
、
観
光
施

設
Wi-

Fi
整
備
、
村
営
住
宅
の
建
築
、
村
道
や
林

道
の
整
備
な
ど
に
よ
り
総
額
で
８
億
２
，４
５
８

万
円
を
計
上
し
、
前
年
度
比
で
は
26
・
３
％
の
減

額
と
し
て
い
ま
す
。

　

物
件
費
は
、
第
５
次
鶴
居
村
総
合
計
画
策
定
事

業
や
鶴
居
西
公
共
エ
リ
ア
施
設
整
備
基
本
計
画
策

定
事
業
、
橋
梁
点
検
調
査
の
実
施
、
開
村
80
周
年

に
係
る
記
念
事
業
及
び
村
史
制
作
な
ど
に
よ
り
前

年
度
比
で
０
・
１
％
の
増
額
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
補
助
費
等
は
、
高
規
格
救
急
自
動
車
購

入
及
び
耐
震
性
貯
水
槽
整
備
に
係
る
釧
路
北
部
消

防
事
務
組
合
負
担
金
の
増
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比

で
３
・
２
％
の
増
額
と
な
り
、
積
立
金
は
、
公
共

施
設
更
新
対
策
の
財
源
と
し
て
新
基
金
に
５
億
円

を
積
立
て
る
予
算
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。



３　平成29年６月号

一般会計歳入予算の内訳

一般会計歳出予算の内訳

一
般
会
計
の
総
額
は

　

43
億
２
０
０
万
円

　

一
般
会
計
の
前
年
度
肉
付
け
後
予
算
と
の
比
較
で
は
５
，０
１
３
万

円
の
増
額
（
＋
１
・
２
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化
整
備
等
特
別
対
策
事
業
経
費
な
ど

1
億
５
，６
９
８
万
円
を
28
年
度
か
ら
繰
り
越
し
て
実
施
す
る
た
め
、

こ
の
繰
越
予
算
を
合
せ
た
前
年
度
肉
付
け
後
予
算
と
の
比
較
で
は
、
実

質
４
・
９
％
の
増
加
と
な
り
ま
す
。

入湯税 1.4%村たばこ税 5.5%

軽自動車税
2.4%

村民税
 38.1%

固定資産税
52.6%

消防費
 5.2%

予備費 0.1%

公債費
13.2% 総務費

21.1%

民生費
13.2%

衛生費
　4.0%

農林産業費 9.8%商工費 3.0%

土木費
10.7%

教育費
7.0%

給与費
11.6%

議会費 1.1%

その他
1億6,805万円
（3.9%）

村債
3億1,160万円
（7.2%）

国・道支出金
4億1,138万円
（9.6%）

村税
3億2,582万円
（7.6%） 使用料及び手数料

9,826万円（2.3%）

財産収入
4,564万円（1.1%）

その他
8,487万円
（1.9%）

諸収入
8億8,146万円
　（20.5%）

自主財源
14億3,605万円
（33.4%）

依存財源
28億6,595万円
（66.6%）

地方交付税
19億7,492万円
（45.9%）

繰出金
1億7,965万円
（4.2%）

積立金
5億2,300万円
（12.2%）

その他
1億0,392万円（2.3%）

人件費
5億4,653万円
（12.7%）

扶助費
1億6,186万円
（3.8%）

公債費
5億6,770万円
（13.2%）

義務的経費
12億7,609万円
　（29.7%）

その他経費
22億133万円
（51.1%） 投資的経費

8億2,458万円
（19.2%）

普通建設事業費
8億2,458万円
（19.2%）

物件費
7億6,986万円
　（17.9%）

補助費等
6億2,490万円
（14.5%）

費目別
の内訳

村税の
内訳



平成29年６月号　４

貯
金（
基
金
等
）と
借
金（
村
債
）の
状
況

　

予
算
の
不
足
や
村
債
の
返
済
、
特
定
の
目

的
な
ど
の
た
め
に
村
で
は
基
金
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
平
成
28
年
度
末
で
は
一
般
会
計
と

特
別
会
計
を
合
せ
て
16
基
金
あ
り
、
現
在
高

の
合
計
は
33
億
２
，１
８
８
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
な
災
害
や
臨
時
的
な
支
出

な
ど
に
備
え
て
、
村
の
基
金
と
は
別
に
北
海

道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合
が
運
用
す
る
備
荒

基
金
へ
の
積
み
立
て
を
行
っ
て
お
り
、
平
成

28
年
度
末
の
現
在
高
は
36
億
６
，６
７
６
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

基
金
と
備
荒
資
金
を
合
せ
た
総
額
は
69
億

８
，８
６
４
万
円
で
あ
り
、
村
民
一
人
当
た

り
に
換
算
す
る
と
２
７
８
万
円
の
貯
蓄
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
29
年
度
予
算

で
は
事
業
な
ど
の
財
源
と
し
て
８
億
９
，０

２
０
万
円
を
取
り
崩
す
予
定
で
す
。

　

村
債
の
平
成
28
年
度
末
の
現
在
高
は
一
般
会

計
で
38
億
８
，７
２
４
万
円
、
水
道
及
び
農
業

集
落
排
水
事
業
の
特
別
会
計
で
２
億
１
，１
１

０
万
円
、
合
せ
て
40
億
９
，８
３
４
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
村
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と

１
６
３
万
円
の
借
金
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
予
算
で
は
地
域
優
良
賃
貸
住
宅

の
建
設
や
高
規
格
救
急
自
動
車
の
購
入
、
生
活

路
線
バ
ス
運
行
維
持
費
、
地
域
特
産
品
販
売
施

設
運
営
費
な
ど
の
財
源
と
し
て
３
億
１
，１
６

０
万
円
の
借
り
入
れ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
村
債
を
返
済
す
る
元
利
償
還
額
は
５

億
９
，６
１
３
万
円
で
あ
り
、
村
民
一
人
当
た

り
に
換
算
す
る
と
年
額
で
24
万
円
ほ
ど
の
返
済

額
と
な
り
ま
す
が
、
借
入
額
の
約
７
割
は
地
方

交
付
税
な
ど
に
算
入
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

用
語
の
解
説

歳
入
（
１
年
間
の
す
べ
て
の
収
入
）

【
自
主
財
源
】
自
前
で
収
入
で
き
る
お
金

【
依
存
財
源
】
国
や
道
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、
借

り
た
り
す
る
お
金

【
使
用
料
及
び
手
数
料
】
公
営
住
宅
の
家
賃
、
保

育
料
、
公
共
施
設
の
利
用
料
、
各
種
証
明
に
よ

る
収
入
な
ど

【
財
産
収
入
】
村
の
土
地
・
建
物
の
貸
付
や
売
払

い
に
よ
る
収
入
な
ど

【
繰
入
金
】
各
種
基
金
を
取
り
崩
し
て
繰
り
入
れ

る
お
金
な
ど

【
地
方
交
付
税
】
所
得
税
な
ど
国
が
徴
収
し
た
税

金
の
中
か
ら
、
市
町
村
の
財
政
規
模
に
応
じ
て

配
分
さ
れ
る
お
金

【
村
債
】
公
共
施
設
の
建
設
な
ど
、
村
が
一
度
に

多
額
の
出
費
が
必
要
な
場
合
に
認
め
ら
れ
る
長

期
借
入
金

【
国
・
道
支
出
金
】
国
や
道
の
決
め
た
ル
ー
ル
に

あ
っ
た
仕
事
を
す
る
場
合
な
ど
に
、
必
要
な
費

用
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
補
助
さ
れ
る
も
の

歳
出
（
１
年
間
の
す
べ
て
の
支
出
）

【
義
務
的
経
費
】
法
令
あ
る
い
は
性
質
上
、
支
出

が
義
務
付
け
ら
れ
た
お
金

【
投
資
的
経
費
】
道
路
や
建
物
の
建
設
、
用
地
の

購
入
な
ど
村
民
の
財
産
と
し
て
将
来
に
残
る
も

の
に
支
出
さ
れ
る
お
金

【
公
債
費
】
借
り
入
れ
た
村
債
の
返
済
に
充
て
る

お
金
で
、
元
金
の
返
済
金
と
そ
の
利
息

【
扶
助
費
】
医
療
給
付
費
や
障
が
い
者
へ
の
援
助

費
な
ど
福
祉
の
た
め
の
お
金

【
物
件
費
】
委
託
料
や
使
用
料
、
光
熱
水
費
、
燃

料
費
、
消
耗
品
、
備
品
購
入
費
な
ど

【
補
助
費
等
】
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
や
交
付
金
、

保
険
料
、
謝
礼
金
な
ど

【
繰
出
金
】
特
別
会
計
の
収
支
不
足
額
に
対
し
て

繰
り
出
す
お
金
な
ど

基金等の積立額
６９億8,864万円

村民１人当たり
278万円

村債の残高
40億9,834万円

村民１人当たり
163万円

■
基
金
等

■
村
債

基金等の積立額
村民１人当たりでは、278万円の貯金額

基　金　等　名 28年度末の現在高
財政調整基金 7億4,239万円
減債基金 3億9,353万円

特　

定　

目　

的　

基　

金

振興基金 10億8,599万円
ふるさと創生基金 2,934万円
地域福祉基金 4,489万円
酪農振興基金 2億7,710万円
酪農教育振興基金 3,040万円
中山間ふるさと水と
土の保全基金 1,171万円

運動広場振興基金 3,163万円
鶴の居る村基金 9,357万円
スポーツ振興基金 7,725万円
笑顔が輝く移住定住
応援基金 1億9,300万円

公共施設等整備基金 2億2,500万円
土地開発基金 3,768万円

特別
会計
水道事業基金 1,968万円
介護保険準備基金 2,872万円

計 33億2,188万円
北海道市町村備荒資金組合基金 36億6,676万円
合　　　　　　　計 69億8,864万円

村債の残額
村民１人当たりでは、163万円の借金額

会　計　区　分 28年度末の現在高
一般会計 38億8,724万円
水道特別会計 1,500万円
農業集落排水事業特別会計 1億9,610万円
合　　　　　　　計 40億9,834万円

村民１人あたりの金額は、本年３月末の
住民基本台帳人口2,518人（外国人19
人を含む）で算出しています。



５　平成29年６月号

○平成２９年度　村の予算

平成29年度の新規事業など
■定住・地域振興施策
開村80周年記念事業 3,093万円
開村80周年：平成29年4月1日
記念式典　：平成29年11月19日㈰
記念事業、記念映像、記念品、表彰、村史制作等
地域おこし協力隊事業 759万円
地域おこし協力隊員２名配置（増員１名）、地域活
動の支援体制充実、醸造用ぶどう特産品開発の
取組強化
第５次鶴居村総合計画策定事業 362万円
計画策定期間：H30～H39年度（10年間）、施策
評価分析等
鶴居西公共エリア施設整備基本計画策定事業
 980万円
鶴居市街西エリア公共施設ゾーンに関わる子育
て支援複合施設、総合体育館整備等基本計画策定
鶴居村自治会連合会補助金 22万円
各自治会等の連絡を密にし相協力することを目
的に本年度設立した上記連合会に、活動経費等
を助成
■福祉・子育て支援施策
老人福祉住宅増築等工事 1億5,003万円
本体工事（増築分1LDK5戸、共用浴室・洗濯室：
260㎡程度、交流サロンスペース100㎡程度）
改修工事（既存建物外壁・屋根改修他）
高齢者等個別移送サービス補助事業 77万円
村内移動支援　対象者：80歳以上の高齢者他、
料金：1時間500円（村1/2助成）
鶴居・幌呂保育園運営事業 2,766万円
未満児保育の新規実施、延長保育時間の見直し（保
育時間１時間増）による保育事業の充実

■保健・医療施策
鶴居村立診療所建設事業 2,530万円
新診療所開所日：平成29年7月3日
外構工事…駐車場、歩道、屋外地域交流スペース、
看板他　1,726㎡
脳ドック助成事業 100万円
40歳以上の方を対象に「脳ドック」受診費用の
うち２万円を助成
■農林業施策
つるい地区道営草地整備事業 1,250万円
村内全域で草地改良・造成整備を実施（事業期間:
Ｈ29～Ｈ33年度）
野生鳥獣被害防止総合対策事業 2,135万円
シカ等による農業被害を防止するための捕獲対
策事業、箱わな・残滓ボックス・狩猟免許取得
費の助成、タンチョウ追払業務委託
非常用発電機導入助成事業補助金 300万円
酪農畜産農家が購入する非常用発電機について、
1件につき購入費の10％（上限15万円）を助成

森林管理道中雪裡東線開設事業 4,092万円
開設工事L=1,000m、立木補償、支障木伐採（事
業期間:Ｈ24～Ｈ29年度）

■観光施策
鶴居どさんこ牧場センターハウス改修工事 756万円
鶴居どさんこ牧場センターハウスの入口・エン
トランス等の内装改修
鶴居村観光施設Wi-Fi整備事業 1,924万円
村内5ケ所（つるぼーの家、どさんこ牧場、鶴見台、
酪楽館、温根内ビジターセンター）に観光用公衆
無線LAN「Wi-Fi」設備を整備
音羽橋仮設トイレ設置管理事業 211万円
仮設トイレ３基設置
起業化支援事業補助金 750万円
新たに創業を目指す際に開業経費の1/2を支援
する本事業の補助金上限額を750万円に引き上
げ（従前：500万円）

■道路・住宅施策
橋梁点検調査・補修工事 3,400万円
老朽化した橋梁18ヵ所の点検・診断、九間橋（幌
呂幹線：L＝40ｍ）・第1基線橋（支幌呂10号線：
L＝20ｍ）補修
鶴居D団地地域優良賃貸住宅建築工事
 1億0,528万円
2棟4戸A=328㎡（2LDK2戸、3LDK2戸）
鶴居市街単身者用村有住宅整備事業 5,124万円
1棟6戸A=240㎡（LDK6戸）、外構整備［建物提
案型買取方式］

■消防施策
高規格救急車購入事業 4,104万円
1台（車両本体、付属品、無線機、緊急業務実施
基準機材、高度救命処置資機材他）　釧路北部消
防事務組合負担金
耐震性貯水槽建設工事 1,433万円
上幌呂地区防火水槽1基（60㎥型）　釧路北部消
防事務組合負担金

■教育施策
幌呂中学校暖房設備更新工事 630万円
FF温風暖房機16台導入
ふるさと情報館自動ドア設置工事 344万円
ふるさと情報館西側出入口（風除室）に設置
KODOMOラムサールin鶴居村補助金 240万円
ワークショップ型環境教育・交流イベント

■行政
役場庁舎書庫更新工事 1,628万円
電動式スタックランナー（移動棚）新設

■平成28年度からの繰越事業
畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業補助金
他４事業 1億5,698万円
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４
月
28
日
と
29
日
の
両
日
、
こ
れ
か
ら

の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
た
美
し
い
村
づ

く
り
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
村
民
一

斉
清
掃
作
業
が
実
施
さ
れ
、
鶴
居
村
建
設

業
協
会
を
は
じ
め
村
内
の
各
企
業
や
団

体
、
村
民
や
役
場
職
員
合
わ
せ
て
約
90
名

が
参
加
し
、
鶴
居
市
街
や
道
道
53
号
線
沿

い
、
音
羽
橋
周
辺
な
ど
で
ゴ
ミ
の
回
収
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

回
収
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
合
計
で
約
４
４
０

㎏
に
及
び
、
参
加
者
は
ゴ
ミ
袋
を
手
に
目

を
光
ら
せ
懸
命
に
作
業
に
あ
た
り
、
美
し

い
村
鶴
居
村
の
よ
り
一
層
の
美
化
に
努
め

ま
し
た
。

　

４
月
27
日
、
鶴
居
村
寿
大
学
・
大
学
院
の
卒
業

式
お
よ
び
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
式
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
３
月
に
行
わ
れ
る

予
定
で
し
た
が
、
悪
天
候
に
よ
り
こ
の
日
に
延
期

と
な
り
ま
し
た
。
式
で
は
國
安
学
長
（
教
育
長
）

か
ら
卒
業
生
に
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
続
い
て
行
わ
れ
た
入
学
式
で
は
、
学
長

が
新
た
に
入
学
さ
れ
た
学
生
を
歓
迎
す
る
と
と
も

に
、
健
康
で
有
意
義
な
学
生
生
活
を
送
る
よ
う
式

辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

寿
大
学
・
大
学
院
で
は
毎
月
一
回
、
多
様
な
講

座
が
開
設
さ
れ
、
進
級
・
卒
業
へ
向
け
て
所
定
の

単
位
を
修
得
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
ポ
イ
捨
て
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
」

村
民
一
斉
清
掃
作
業

寿
大
学
・
大
学
院
卒
業
式
・
入
学
式

　

４
月
29
日
、
今
年
も
運
動
広
場

が
オ
ー
プ
ン
し
、
本
格
的
な
行
楽

シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
３
日
に
抽
選
会
、

５
日
に
は
抽
選
会
及
び
つ
る
ぼ
ー

と
写
真
撮
影
会
が
行
わ
れ
、
お
も

ち
ゃ
が
当
た
っ
た
子
ど
も
た
ち
や

一
緒
に
遊
ん
だ
お
父
さ
ん
・
お
母

さ
ん
も
笑
顔
で
溢
れ
、
大
勢
の
家

族
連
れ
で
大
賑
わ
い
と
な
り
ま
し

た
。

行
楽
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

鶴
居
運
動
広
場
オ
ー
プ
ン
！
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連合会発足にあたり、抱負を述べる村上会長

３郵便局との調印式
左から、森谷釧路西郵便局局長、佐藤鶴居郵
便局局長、大石村長、齋藤幌呂郵便局局長

北海道新聞社との調印式
左から、對木農協代表理事専務、大石村長、
桐原道新釧路近郊会会長、吉田販売所所長

農協との調印式
左から、大石村長、武藤組合長

　

５
月
10
日
、村
内
を
配
達
エ
リ
ア
と
す
る
３
郵
便
局（
鶴
居
郵
便
局
、幌
呂
郵
便
局
、

釧
路
西
郵
便
局
）
と
、
５
月
15
日
に
は
釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
と
、
５
月
22
日
に

は
北
海
道
新
聞
社
と
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
見
守
り
等
に
関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

３
郵
便
局
と
の
協
定
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
、
子
供
な
ど
地
域

住
民
の
見
守
り
と
道
路
の
異
変
や
損
傷
、
不
法
投
棄
が
疑
わ
れ
る
廃
棄
物
な
ど
を
発

見
し
た
場
合
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
協
と
の
協
定
で
は
、
す
で
に
農
協
単
独
で
地
域
の
高
齢
者
を
対
象
に
見

守
り
活
動
や
日
用
品
な
ど
の
販
売
業
務
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
業
務
中
高
齢
者
世

帯
な
ど
で
異
変
を
察
知
し
た
場
合
、
村
や

関
係
機
関
に
速
や
か
に
情
報
提
供
す
る
こ

と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
新
聞
社
と
の
協
定
で
は
、
村
内

を
担
当
す
る
２
店
が
郵
便
受
け
に
新
聞
が

た
ま
っ
て
い
る
な
ど
異
変
を
感
じ
た
時
に

村
や
関
係
機
関
に
連
絡
す
る
こ
と
な
ど
を

盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

５
月
11
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
に

て
、
鶴
居
村
む
ら
づ
く
り
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
村
で
は
現
在
、
平
成
30
年
度
か
ら
10
年
間

を
計
画
期
間
と
す
る
第
５
次
鶴
居
村
総
合
計
画
の

策
定
作
業
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
機
会
に
将
来
あ

る
べ
き
村
の
姿
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
に

講
演
会
を
開
催
し
、
村
民
約
40
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

第
１
部
の
基
調
講
演
で
は
、
札
幌
国
際
大
学
観

光
学
部
観
光
学
科
の
吉
岡
宏
高
教
授
に
よ
り
「
地

方
創
生
時
代
に
お
け
る
村
づ
く
り
と
総
合
計
画
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
が
あ
り
、
第
２
部
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
人
口
減
少
時
代

に
お
け
る
地
方
創
生
の
取
組
み
と
美
し
い
村
づ
く

り
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
５
名
の
パ
ネ
リ
ス

ト
に
よ
り
各
分
野
に
お
け
る
様
々
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
村
の
将
来
あ
る
べ
き
姿
に

つ
い
て
考
え
る
良
い

き
っ
か
け
と
な
っ

た
。
村
民
一
人
ひ
と

り
が
責
任
と
プ
ラ
イ

ド
を
持
ち
、
村
全
体

が
一
丸
と
な
っ
て
進

ん
で
い
く
べ
き
」
と

い
う
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

５
月
９
日
、
役
場
に
て
村
内
の
各
自

治
会
を
統
括
す
る
村
自
治
会
連
合
会
の

設
立
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
連

合
会
は
村
内
全
域
に
よ
る
地
域
活
動
の

推
進
を
目
的
と
し
３
年
前
か
ら
設
立
に

向
け
た
検
討
が
重
ね
ら
れ
、
こ
の
た
び

村
内
の
33
の
自
治
会
と
各
地
区
の
自
治

会
に
あ
た
る
農
事
組
合
や
実
行
組
合
な

ど
で
組
織
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

総
会
で
は
、役
員
の
選
出
も
行
わ
れ
、

会
長
に
は
鶴
居
市
街
自
治
会
長
の
村
上

泰
夫
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

村
の
将
来
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る

村
づ
く
り
講
演
会

村
の
自
治
会
を
統
括

自
治
会
連
合
会
設
立
総
会

地
域
の
情
報
を
早
く
知
ら
せ
る
た
め
に

地
域
見
守
り
協
定
調
印
式
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　村では現在、今後10年間の総合的かつ計画的なむらづくりを進めるための指針として、「第５次鶴居
村総合計画」の策定作業を進めています。
　今月号では、先月号に引き続き「第５次鶴居村総合計画策定に向けたアンケート調査」のアンケート
結果の一部をご紹介します。
　このアンケート調査では、現在の村に対しての評価、今後のむらづくりについての要望などのデータ
を収集する目的で実施しました。ご多忙のところご協力いただきました村民の皆様におかれましては、
あらためまして心よりお礼申し上げます。

調査実施方法
■調査対象者：平成28年４月１日現在
　　　　　　　一般向け：鶴居村に在住する
　　　　　　　16歳以上の男女2,000人
　　　　　　　中学生向け：鶴居村に在住する
　　　　　　　全中学生81人
■抽出方法：一般向け：住民基本台帳から無作
　　　　　　為抽出
　　　　　　中学生向け：悉皆調査（全量調査）
■調査期間：平成28年９月28日～10月14日
■調査方法：郵送による調査票の配布・回収

調査票の回収結果
【一般向け】 配布数：2,000
 回収数：674
 回収率：33.7％

【中学生向け】 配布数：81
 回収数：81
 回 収 率 ：
100％

今後のむらづくりについて

少子化対策について

■今後の鶴居村の姿を考えるとき、どのような村になってほしいと思いますか。

■少子化対策として、今後どのようなことに力を注ぐべきだとお考えですか。

　今後、鶴居村がどのような
村になってほしいかは、「自然
と共生する美しい村（自然が
豊かで、環境にやさしい村）」
（57.3%）、「健康で安心して暮ら
せる村（保健・医療や福祉が充
実した村）」（55.0%）が他を引
き離して上位回答となっていま
す。

　少子化対策として力を注ぐべ
きことは、「保育時間の延長や
未満児の受け入れなど、保育
サービスの充実」（45.1%）およ
び「出産、育児、保育、教育な
どの経済的負担の軽減」（43.6%）
が他を引き離して多くなってい
ます。

第5次鶴居村総合計画第5次鶴居村総合計画
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高齢福祉について
■老後（または現在の老後生活）に不安を感じていますか。

　老後の不安は、「大いに感じている」が28.9%、
「少し感じている」が47.2%、「感じていない」が
18.5%となっており、実に76.1％の方が老後につ
いて何らかの不安を感じています。

■前問で「大いに感じている」「少し感じている」と回答した方におたずねします。不安を感じること
は何ですか。

　老後に不安を感じる項
目としては、「家族やご自
身の介護の問題」（56.1%）
および「心身の健康の問
題」（53.4%）が突出してお
り、次いで「生活費の問題」
（38.0%）が続いています。

中学生向けアンケート
■あなたは鶴居村に住み続けたいと思いますか。

　今後の鶴居村への定住意
向は、「鶴居村から出て、
戻らない」が32.1%で最も
多く、次いで「わからない」
（30.9%）、「鶴居村の外に出
るが、戻ってくるつもり」
（29.6%）と続いています。

■前問で「ずっと鶴居村にいたい」、「鶴居村の外に出るが、戻ってくるつもり」と回答した方におたず
ねします。その理由は何ですか。

　「ずっと鶴居村にいた
い」、「鶴居村の外に出る
が、戻ってくるつもり」と
回答した方の理由は、「生
まれ育ったところだから」
が70.0%で最も多く、次い
で「自然環境が豊かだから」
（50.0%）、「親が住んでいる
から」（43.3%）と続いてい
ます。
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■鶴居村のむらづくりで、今後どのようなことに力を注ぐべきだと思いますか。
　今後のむらづくりで力を
注ぐべきことは、「自然を
守る（自然環境の保全）」
が42.0%で最も多く、次い
で「鶴居村での産業を盛ん
にして、働く場所を増やす」
（34.6%）、「バスなど公共交
通機関を充実する」（33.3%）
が続いています。

　今後、鶴居村がどのような村になってほしいかは、「自然と共生する美しい村（自然が豊かで、環境
にやさしい村）」が56.8%を占めて最も多く、一般向けアンケート結果の57.3%とほぼ同じ結果となって
います。
　中学生は、次いで「便利で快適に暮らせる村（生活環境が整った村）」（37.0%）、「多くの人が訪れる観光・
交流の村」（35.8%）といった商工観光の関する項目が続いており、一般向けアンケート結果で多かった
「健康で安心して暮らせる村（保健・医療や福祉が充実した村）」とは異なる結果が出ています。

■大人になった時、鶴居村がどんな村になっていたら良いと思いますか。

■前問で「鶴居村から出て、戻らない」と回答した方におたずねします。その理由は何ですか。

　「鶴居村から出て、戻ら
ない」と回答した方の理由
は、「将来、働く場所が少
ないから」が69.2%を占め、
次いで「希望する就職先が
ないから」（50.0%）と続い
ています。
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一般向けアンケート自由記載欄（一部抜粋）

中学生向けアンケート自由記載欄（一部抜粋）

・市街までのバス代が高いのでどうにかなると嬉しい。
・温泉の熱を利用した農業（マンゴーや熱帯の果物）を作ってはどうかと思っていました。
・障がい者も生活しやすいような福祉の充実を早急にしてほしい。
・屋内で遊べる支援施設があるといいと思います。ひよこ会のように週２回とかではなくて、平日解放
されているところがあると助かります。
・希の杜団地への移住者を増やすためには、子育て支援案の拡充も必要だと思います。保育園（０歳児
～）の建設は若い夫婦が子育てもしながら、暮らすには必要な事だと思います。
・企業誘致をして、移住者を増加させる。また、加工場等を誘致することで「鶴居ブランド」の特産品
を検討してみては？現状ではせっかくの鶴居産の牛乳や肉なども鶴居で生産されていることが知られ
ていません。
・街灯を増やしてほしい。夜の外出ができなくて怖い。
・村内商店街の空洞化対策。商工業者、中小企業に対する支援（人員不足、求職者不足など）。
・広大な牧草地、牛が放牧されている牧歌的風景や手つかずの山々を求めて、都会から多くの観光客が
道東を訪れているのだと思いますが、各地で太陽光パネルが道路沿いに並んでいるのにはがっかりし
ます。
・農業に力を入れすぎていると思う。

鶴居村の自慢したいもの・次世代に伝えたいもの
・鶴居村の祭りや行事などを大切にしてほしい。タンチョウソーランなども続けてほしい。
・事件・事故が少ないこと。
・美しく豊かな自然（タンチョウ、釧路湿原等）。
・チーズなどの乳製品がたくさんあるところ。
・自然が多く、でも道路などは整備されていて、ほどよい田舎であること。
・医療費が無料なところ。
・水道代が一定なところ。

むらづくりの夢・アイデア・提案
・もう少しお店を増やしてほしい。
・新しい建物を増やすよりも、美しい自然を守ることに力を入れてほしい。
・働く場所がもう少し増えたらいいと思う。
・下幌呂にも「みなくる」のような施設があると放課後学習やいろいろな行事に使えるんじゃないか
と思う。
・高齢者も医療費を無料にする。
・景色がいい場所は、道外・道内にもたくさんあるので、もっと特色を出してほしい。
・バスの便数を増やした方がいいと思う。２時間に１本、２時間に１本もない時があるのですごい不
便だと思います。

以上、先月号より２回にわたり、アンケート結果について見てきましたが、いかがでしたでしょうか。
なお、アンケート結果は村ホームページでもご覧いただけますので、ぜひそちらもご覧ください。
村では、今回のアンケート結果を貴重な資料とし、計画策定に向け今後も検討を重ねてまいります。
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平成２９年度　狂犬病予防集合注射　実施日程表

※ 注射料金は１頭につき、3,110円です。新規登録の場合は、注射料金のほか登録料3,000円がかかります。
　 また、ご自宅等での戸別注射には、往診料として1,000円が別途にかかります。
※ 開始時刻は目安です。遅れる場合もありますが、できるだけ開始時刻前までにお集まりください。
※ 畜犬登録をされている方へは、はがきを送付しています。はがきには最寄りの指定場所を記載して
いますが、記載以外の場所で受診されても差し支えありません。

６月７日（水）
午前の部

順 場　　　　所 開始時刻

1 ふれあい農園前 9：00～

2 中雪裡下雪裡線交差点（牧野光雄宅付近十字路） 9：10～

3 小池忠雄宅前 9：20～

4 太田工宅前 9：30～

5 下雪裡道々交差点（駐車帯） 10：00～

6 青山桂子宅前 10：20～

7 生きがい野菜倶楽部 10：30～

8 鶴居中学校前 11：00～

9 鶴居村民広場 11：30～

午後の部
順 場　　　　所 開始時刻

1 岡田健作宅前 13：10～

2 消防幌呂２分団詰所前 13：20～

3 阿部津子宅前 13：50～

4 尾田俊行宅前 14：00～

5 関根菊夫宅前 14：10～

6 五十嵐友三宅前 14：30～

7 釧路カントリークラブ入口 14：40～

8 佐藤チエ子宅入口 15：00～

9 夢の杜団地公園（セイコーマート横） 15：15～

６月８日（木）
午前の部

順 場　　　　所 開始時刻

1 武藤清隆宅前 9：00～

2 片渕幸雄宅前 9：10～

3 消防上幌呂３分団詰所前 9：30～

4 宮崎昭夫宅前 9：50～

5 新幌呂会館前 10：00～

6 明歩谷正志宅前 10：10～

7 山村匡男宅前 10：20～

8 小田芳史宅前 10：50～

9 小田洋正宅前 11：00～

10 鈴木農場 11：20～

11 松井俊治宅前 11：30～

午後の部
順 場　　　　所 開始時刻

1 太田理枝宅前 13：10～

2 山本政幸宅前 13：20～

3 中雪裡西御不動前 13：40～

4 菊地孝範宅前 13：50～

5 茂雪裡コミセン前 14：00～

6 髙橋勝宅前 14：15～

7 佐藤弘宅前 14：25～

8 菊地栄司宅前 14：35～

9 ファミリースポーツセンター前 14：55～

10 農業共済組合鶴居家畜診療所前 15：20～

６月９日（金）
午前の部

順 場　　　　所 開始時刻

1 齊藤滋宅前 9：10～

2 井上元嗣宅前 9：20～

3 卵らんハウス前 9：30～

4 鈴木雅典宅前 9：50～

5 下久著呂コミセン 10：00～

6 合田徳三宅前 10：20～

7 渡部隆信宅前 10：40～

8 増田慶一宅前 11：00～

9 佐々木賢治宅前 11：10～

10 菱沼岩男宅前 11：20～

午後の部
順 場所 開始時刻

1 支雪裡コミセン前 13：10～

2 大木博宅前 13：30～

3 髙橋農場前 13：50～

4 ニチモク林産鶴居工場前 14：10～

5 鶴居消防署前 14：30～

【お問い合せ先】　役場住民生活課生活環境係　☎64－2113（直）
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消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ 平成29年度 全国統一防火標語

「火の用心　ことばを形に　習慣に」

　４月３０日（日）、「鶴居村開村８０周年記念協賛事業　第４回消防キッズフェア」が盛大に開催され
ました。
　当日は天候にも恵まれ、親子連れ約１３０人が来場する中、開会セレモニーでは４０匹のこいのぼり
に防火の願いを込め、子ども達と一緒に力を合わせ揚げることができました。
　会場内では、訓練用消火器や煙ハウスなどの体験コーナーや川湯支署の協力に
よるはしご車の搭乗体験が人気を博していました。また、消防○×クイズや縁日コー
ナー、防災展示コーナーなどを通して子ども達に楽しく消防や防火について学ん
でもらうことができました。
　なお、今回のキッズフェア来場者には、開村８０周年を記念したクリアファイ
ルと北海道消防設備協会釧路支部の協賛により作成したマグネットバーを配布し
ました。
　今後も火災のない明るい村づくりのため、村民の皆様のご協力をよろしくお願
いします。

　５月２１日、第４３回釧路北部消防事務組合総合演習が鶴居村下幌呂地区で開催されました。
鶴居村のほかに弟子屈町並びに標茶町の職団員約１６０名、消防車両合計１４台が集結し、観閲式や分列行進、
火災防御訓練が行われました。
　火災防御訓練では釧路湿原での火災を想定し、湿原への一斉放水を行い、団員の技術の向上と士気高
揚を図るとともに、３町村の消防団の連携を高めることができました。

第４回消防キッズフェアについて

平成２９年度 第４３回釧路北部消防事務組合総合演習

　危険物の保安に対する意識の高揚と啓発を推進するため、毎年６月の第２週は
危険物安全週間とされています。今年度は「あなたなら　無事故の着地　決めら
れる」を統一標語とし、平成29年６月４日から10日までとなっています。家庭内
でよく使用する灯油等の事故を防ぐため一人一人が危険物の危険性を認識し下記
のことに注意して取り扱いましょう。

家庭内で危険物の事故を防ぐポイント
　・不必要な火気は使わないようにしましょう。　　・子供の手の届かないところに保管しましょう。
　・定期的に換気をしましょう。　　　　　　　　　・高温になる場所には置かないようにしましょう。
　・適正な容器で保管しましょう。　　　　　　　　・整理整頓を心がけましょう。

危険物の取扱いや防火に関するご相談は　　鶴居消防署（☎６４－２３４４）まで

危険物安全週間について
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「村長の出前トーク」の実施について
　村では、村長等が各地域へ足を運び、より身近
な交流や情報共有などに努めるため、「出前トーク」
を実施しています。平成 27 年度は 4 回、28 年度
は 1回開催しています。
　この「出前トーク」は、地域・各種団体等が抱
えている将来の村づくりや地域づくり等への課題
について、村長等が直接地域へ出向きます。
　「出前トーク」を希望する地域・各種団体等は次
の事項にご留意の上、お申込み願います。
⑴　対象者　原則、既存の団体・サークル等で最
低 5人以上の参集が見込めること。

⑵　実施日　各種団体等が希望する月～金曜日の
午前 10 から午後 5時までの時間帯

※ただし、村長の公務に支障がない場合に限る。
⑶　時間　概ね 1時間程度
⑷　場所　地域のコミュニティセンター等の公の
施設

⑸　留意事項　将来の村づくりや地域づくりの課
題について建設的な意見を伺うための場ですの
で個人的な要望はお受けできません。

⑹　申込方法　トークテーマ・日時等を役場企画
財政課企画調整係へご連絡ください。日程等を
調整した上で、実施日を決定します。

【お問合せ先】　
役場企画財政課企画調整係　☎ 64－ 2112
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法
務
局
で
「
法
人
相
続
情
報

証
明
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
は
、
亡
く
な
っ
た
方

の
名
義
の
預
貯
金
や
保
険
、
更
に

不
動
産
の
登
記
名
義
の
変
更
と
い
っ

た
相
続
手
続
に
関
し
て
は
、
手
続

先
（
金
融
機
関
や
保
険
会
社
、
法

務
局
な
ど
）
に
戸
籍
謄
本
な
ど
の

書
類
の
束
を
何
度
も
提
出
し
て
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
不
便
さ
を

少
な
く
す
る
た
め
、
本
年
５
月
29

日
㈪
か
ら
全
国
の
法
務
局
で
「
法

定
相
続
情
報
証
明
制
度
」
の
運
用

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
相
続
人
が
戸
籍

謄
本
な
ど
の
書
類
の
束
と
申
請
書

な
ど
を
法
務
局
に
提
出
し
、
法
務

局
が
法
定
相
続
人
に
関
す
る
証
明

に
つ
い
て
、
必
要
な
枚
数
を
手
数

料
無
料
で
発
行
す
る
こ
と
で
、
他

の
手
続
先
に
は
戸
籍
謄
本
な
ど
の

書
類
の
束
を
提
出
せ
ず
に
法
定
相

続
人
に
関
す
る
証
明
書
で
対
応
で

き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

６
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問

題
啓
発
月
間
」
で
す

　

厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
６
月
を

「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間
」

と
位
置
付
け
、
外
国
人
労
働
者
問

題
に
関
し
、
企
業
、
事
業
主
団
体

等
を
は
じ
め
、
広
く
国
民
の
理
解

と
協
力
を
求
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
全
国
的
に
啓
発
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
就
労
し
て
い
る
外
国
人

は
多
数
い
ま
す
が
、
そ
の
就
労
状

況
を
み
る
と
、
社
会
保
険
等
の
未

加
入
や
適
正
な
労
働
条
件
が
確
保

さ
れ
て
い
な
い
等
の
問
題
が
散
見

さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
、
外
国
人
を
雇
い
入
れ
る

際
は
、
次
の
３
点
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

①
就
労
が
認
め
ら
れ
る
在
留
資
格

で
あ
る
こ
と

②
雇
入
れ
・
離
職
の
際
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
出
を

行
う
こ
と

③
社
会
保
険
等
の
加
入
を
は
じ
め

適
正
な
雇
用
管
理
を
行
う
こ
と

　

な
お
、
厚
生
労
働
省
で
は
雇
用

対
策
法
に
基
づ
く
、
外
国
人
労
働

者
の
適
正
な
雇
用
管
理
の
た
め
の

指
針
を
定
め
て
い
ま
す
の
で
、
ご

確
認
い
た
だ
き
、
外
国
人
を
雇
用

す
る
際
は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
適

正
に
雇
用
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

・
釧
路
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
釧
路
）

☎
41

－

１
２
０
１

・
釧
路
労
働
基
準
監
督
署

☎
42

－

９
７
１
１

エ
イ
ズ
検
査
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体

検
査
）・
肝
炎
検
査
の
お
知
ら

せ
　

保
健
所
で
は
エ
イ
ズ
検
査
（
Ｈ

Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
）・
肝
炎
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
で
は
平
成
27
年
の
新
規

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
は
33
人
、
エ
イ
ズ

患
者
は
12
人
、
計
45
人
と
報
告
さ

れ
て
お
り
、
月
平
均
３
．７
５
人
の

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
ま
た
は
エ
イ
ズ
発
症

が
判
明
し
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
性
的
接
触
や
血
液
に

よ
り
感
染
し
ま
す
。
感
染
が
心
配

な
出
来
事
が
あ
れ
ば
、
一
度
検
査

を
受
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

釧
路
保
健
所
で
は
、
月
２
回
、

原
則
第
２
、４
火
曜
日
に
エ
イ
ズ
検

査
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
）・
肝
炎
検

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
６
〜
９
、

12
月
は
検
査
時
間
を
延
長
し
て
夜

間
帯
に
も
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
や
肝
炎
に
つ
い
て
の

相
談
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
釧
路
保
健
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

検
査
は
完
全
予
約
制
で
、
匿
名

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
左
記
連
絡
先
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
保
健
所　

健
康
推
進
課
内

Ｈ
Ｉ
Ｖ
相
談
電
話
（
直
通
）
22

－

０
８
２
０

気
象
災
害
か
ら
命
を
守
る
た

め
に
気
象
警
報
が
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
!!

　

気
象
庁
で
は
、
平
成
29
年
出
水

期
か
ら
、
気
象
警
報
４
つ
の
改
善

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
①
命
に
危

険
を
及
ぼ
す
よ
う
な
大
雨
等
が
予

想
さ
れ
る
時
、
早
め
に
心
構
え
を

高
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
５
日

先
ま
で
の
大
雨
警
報
等
の
発
表
の

可
能
性
を
﹇
高
﹈﹇
中
﹈
の
２
段
階

で
提
供
し
ま
す
。
②
警
報
・
注
意

報
の
発
表
時
に
、
い
つ
危
険
度
が

高
ま
る
の
か
を
確
認
で
き
る
よ
う
、

最
大
24
時
間
先
ま
で
の
危
険
度
の

予
想
を
色
分
け
表
示
し
て
提
供
し

ま
す
。
③
こ
れ
ま
で
大
雨
・
洪
水

警
報
等
の
発
表
基
準
に
用
い
て
き

た
雨
量
に
代
え
て
、
災
害
発
生
と

の
結
び
つ
き
が
強
い
「
指
数
」（
土

壌
雨
量
指
数
、
表
面
雨
量
指
数
、

流
域
雨
量
指
数
）
を
用
い
る
よ
う

に
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域

の
災
害
特
性
を
一
層
考
慮
し
た
、

よ
り
的
確
な
警
報
・
注
意
報
を
提

供
し
ま
す
。
④
大
雨
・
洪
水
警
報

が
発
表
さ
れ
た
と
き
に
、
ど
こ
で

実
際
に
危
険
度
が
高
ま
っ
て
い
る

の
か
を
地
図
上
に
色
分
け
表
示
し

ま
す
。
例
え
ば
、「
洪
水
警
報
の
危

険
度
分
布
」
で
は
、
中
小
河
川
の

急
激
な
増
水
に
よ
る
危
険
度
の
高

ま
り
に
も
実
際
に
水
位
が
上
昇
す

る
前
の
早
い
段
階
か
ら
確
認
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
改
善
し
た
情
報
は
、

①
と
②
は
５
月
17
日
か
ら
、
③
と

④
は
７
月
上
旬
か
ら
気
象
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
警
報
・
注
意
報

等
が
発
表
さ
れ
た
時
に
は
、
い
つ
・

ど
こ
で
災
害
発
生
の
危
険
度
が
高

ま
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、

ご
確
認
い
た
だ
き
、
早
め
の
安
全

確
保
行
動
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
地
方
気
象
台

☎
31

－

５
１
４
６
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保健福祉課健康推進係　　　（☎64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎64-2999）おお元元気気ですかですか保保健健師師でですす

健康つるい２１（第２次）計画～歯・口腔　歯や口の健康を守りましょう

　歯や口の健康づくりは、全身の健康の保持増進や食べる喜び、話す楽しみなどの生活の
質にも重要な役割を果たします。
⑴　鶴居村の現状と目標

歯の喪失防止 国 鶴居村
現状値 現状値 目標値

８０歳で２０歯以上の自分の歯を有する者の割合 ２５．０％ ２２．１％ ３５．０％
６０歳で２４歯以上の自分の歯を有する者の割合 ６０．２％ ４１．９％ ５０．０％
４０歳で喪失歯のない者の割合 ５４．１％ ４２．９％ ７５．０％
・平成２６年鶴居村健康に関するアンケート調査によると、歯磨きの回数が１日１回の人の割合が
２３．２％、１日３回以上の割合が１８．７％、過去１年間に歯科健診を受診した人の割合が１８．９％であり、
多くの方は定期的な歯科健診を受けていないことがわかりました。

⑵　歯・口腔の健康とこころ・からだの健康へのつながり
　歯の喪失の原因は約９割がう蝕と歯周病で占められていることから、各ライフステージに応じた適切な
う蝕・歯周病予防が大切です。
＜ライフステージごとの歯科予防と歯科保健事業＞

○乳幼児期 おやつは栄養補給として内容を工夫し、時間を決めて１日２回までにしましょう。おや
つを選ぶ際は、う蝕誘発性の低い甘味料（キシリトールなど）を活用しましょう。

歯科保健事業 乳幼児健診歯科相談、歯科健診及びフッ素･サホライド塗布（個別（鶴居歯科診療所）／集団（1
歳6ヶ月・3歳児健診時））、ひよこ会・保育園むし歯予防教室、フッ化物洗口事業（年長）

○学童期 甘味飲食物のとり方に注意しましょう。フッ化物配合歯磨剤を使用し、最後の永久歯が
生え終わるまで仕上げ磨きをしてあげましょう。

歯科保健事業 フッ化物洗口事業（小学１～５年生）

○成人期
歯ブラシと歯間ブラシを併用し、歯肉炎を予防しましょう。喫煙も歯周病及び歯の喪失
の原因となるため禁煙しましょう。定期的な健診や歯石除去、歯面清掃、歯周病管理を
受けましょう。

歯科保健事業 歯周疾患検診（対象者:40～70歳までの5歳きざみの年齢の方。実施場所:鶴居歯科診療所（総
合健康診査））

○高齢期
自分の口腔内にあった歯ブラシや歯間ブラシを使用し、隅々まで磨きましょう。食事の
噛む回数を増やし、唾液の分泌を促進しましょう。定期的に歯科健診を受け、適切な入
れ歯のケアを行いましょう。

歯科保健事業 歯周疾患検診（対象者･場所は上記同様（総合健康診査））、介護予防教室

平成29年度 健診結果報告会のお知らせ
　４月に実施した集団健診の結果を返却するほか、検査数値の見方や健康に関する講話、個別相談を実施します。
　４月の健診を受診していない方もご参加いただけますので、ぜひご家族やご友人をお誘い合わせの上、み
なさまでお越しください。

日時 会場 時間

６月８日（木） 幌呂農村環境改善センター ①10:00～（★）
（受付 9:30～12:00）

６月９日（金） 鶴居村総合センター
①10:00～（★）

（受付 9:30～12:00）
②13:30～

（受付 13:00～15:00）

（※ 健診結果報告会に参加されなかった方の結果の返却は、結果報告会以降（6月8日・9日以降）となります）

お問合せ先　役場 保健福祉課 保健師 ☎６４－２１１６

６月８日㈭ ①10:00～と、
６月９日㈮ ①10:00～の回は、
管理栄養士の先生が来て
栄養に関する講話や栄養相談を
受けることができます。



17　平成29年６月号

新刊案内
●開館時間……10：00～18：15

●休　館　日……６月の図書整理日は27日（火）です。６月の図書整理日は27日（火）です。

●貸し出し……【本・雑誌・紙芝居】
　　　　　　　　２週間（１人10冊まで）

【ＣＤ・ＶＴＲ・ＤＶＤ】
　　　　　　　　１週間（CD３点、VTR２点、DVD１点まで）

鶴居村ふるさと情報館みなくる図書室だより

ＤＶＤの貸出について
　みなくる図書室では今年4月よりＤＶＤの
館外貸出サービスを開始しました。１人１本、
１週間借りられます。ぜひご利用ください。
※一部貸し出しのできないものもあります。
また、図書館用ＤＶＤは市販のものよりも値
段が高価になっています。取り扱いにはご注
意ください。

※紹介している本は5/31から利用できます。

病気になったとき体の中で起きてることが見える本 生死を分ける、山の遭難回避術

ときどき旅に出るカフェ 北海タイムス物語

遠い国から来た少年 わんぱくだんのおかしなおかしや

増田俊也　著
歴史ある北海道の新聞社。
破格の低賃金、驚異の超
過労働、超個性的な同僚。
しかし、会社存続の危機
に、ヤル気ゼロだった
野々村が立ちあがる! 熱
血青春小説。

黒野伸一　作
荒木慎司　絵

「いらっしゃいませ、わ
たくしめは、やまもとじ
ろーでごんす」 小学校5
年のマサのクラスにやっ
て来た転校生・ジローは、
自己紹介から変だった! 
遠い遠い国から来たとい
うジローはもしかして…?

ゆきのゆみこ,上野与志 作
末崎茂樹　絵

お腹がへった、わんぱく
だんのけん、ひろし、く
み。すると、目の前に「お
かしなおかしや」という
不思議な店が現れました。
扉の中に入ると、急に体
が浮き上がって…!?

近藤史恵　著
「苺のスープ」「ロシア風
チーズケーキ」など世
界のスイーツを出すカ
フェ・ルーズ。日常の
ちょっと苦い事件を甘く、
優しく解決していき…。
読めば心も満たされる“お
いしい”連作短編集。

羽根田治　著
山岳遭難の第一人者によ
る、遭難回避の入門書。
実際に起きた事故事例を
取り上げ、同様の事故を
繰り返さないためにはど
うしたらいいのかを、わ
かりやすい写真&イラス
トで解説する。

ＮＨＫ・主婦の友社　編
検査数値が悪いとき、関
節や筋肉が痛むとき、病
気になったとき、体の中
で起きていることやその
対策、予防法を、CGイ
ラストを用いて、わかり
やすく解説する。NHK
「チョイス@病気になっ
たとき」の放送内容をも
とに書籍化。
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寄　　付
　いただきました心温まる善意に心よりお礼申
し上げます。

・こども子育て及び青少年の人材育成に関する
　事業のために

中幌呂下　尾田　優子　様
金２００，０００円

・釧路湿原を含めた自然環境の保全等に関する
事業並びにこども子育て及び青少年の人材育
成に関する事業のために

埼玉県　八木橋　朋之　様
金２００，０００円

６月の自然観察会
◎釧路湿原国立公園指定３０周年記念「釧路
湿原クイズラリー」

【日　時】　６月１日㈭～８月３１日㈭
【内　容】　温根内ビジターセンターと塘路湖エコ
　　　　ミュージアムセンターに行かないと分ら
　　　　ないクイズに答えてラリーを制覇。制覇
　　　　すると記念品が貰えます。
【定　員】　先着１，０００人
【参加費】　無料
【開催場所】　温根内ビジターセンター・塘路湖エ
　　　　　　コミュージアムセンター
【申込・問合先】　温根内ビジターセンター
　　　　　　　　（☎65-2323）
　　　　　　　　塘路湖エコミュージアムセンター
　　　　　　　　（☎015-487-3003）

◎新緑の湿原　野鳥観察会

【日　時】　６月３日㈯午前１０時～正午
【内　容】　新緑が目立ち始めたフィールドを散策

　　　　しながら、野鳥観察をします。
【定　員】　１５人
【参加費】　無料
【開催場所】　塘路湖エコミュージアムセンター
【申込・問合先】　塘路湖エコミュージアムセンター
              　　  （☎015-487-3003）

◎初夏の花を見に行こう

【日　時】　６月４日㈰午前１０時～正午
【内　容】　釧路湿原はいよいよ花のシーズンが到
　　　　　来です。春を代表する湿原の花々を観
　　　　　察します。
【定　員】　１５人
【参加費】　無料
【開催場所】　温根内ビジターセンター
【申込・問合先】　温根内ビジターセンター
　　　　　　　　（☎65-2323）

◎みんなで調べる復元河川の環境・２０１７夏

【日　時】　７月１５日㈯午前８時３０分～午後２時
　　　　３０分（荒天時は１６日に順延）

【内　容】　水生生物、植生、土壌などの調査
【定　員】　２０人　小学校高学年以上
【参加費】　無料
【集合場所】　釧路市役所または憩の家かや沼
【申込・問合先】　６月９日㈮までに電話またはメー
　　　　　　　　ル（応募多数の場合抽選）
　　　　　　　　釧路国際ウェットランドセンター
　　　　　　　　環境保全課内（☎31-4594）
　　　　　　　　（メール：kiwc@kiwc.net）

お　誕　生
お誕生おめでとうございます。
４月中に届出のありました出生について、次のと
おりご紹介します。

菱
ひし

　沼
ぬま

　太
たい

　陽
よう

　くん　　 男　 中久著呂

和
わ

　田
だ

　朱
あか

　理
り

　ちゃん　 女　 鶴居市街
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タンチョウ コミュニティ

〒085-1206　阿寒郡鶴居村鶴居東2丁目15番地
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酪農地帯のタンチョウ　その３
　２月号、４月号では、タンチョウが村内全域でデントコーン畑（以降畑）や農場内に飛来しているこ
と、また飛来に対する農家さんの感情の違いや地区ごとの飛来状況などを説明しました。今回は、今後
の対策について考えてみたいと思います。

　農家さんがもっとも困るのは、デントコーン播種時期に種や発芽したての芽を食べられてしまうこと
です。村では数年前から、播種から発芽初期に飛来の多い地区において、畑内に侵入するタンチョウの
追い払いを支援しています。ただ、タンチョウは日の出前からうす暗くなるまで飛来しますので、一日
中対応するのは難しいです。また、今後さらに追い払いが必要と思われる地区が増えると、追い払いを
してくれる人の確保が難しくなってくると思います。

　畑に飛来するタンチョウの増加には、農場周辺に一年中生息するタンチョウが増加していることが要
因のひとつとして考えられます。播種時期に飛来するタンチョウを減らすには、地区内に一年中生息す
るタンチョウを減らすことも効果的ではないかと感じています。播種時期の１ヶ月前後の期間のみとは
いえ、広大な畑にタンチョウが飛来しない状況を作るのは至難の業ですが、農場内の飛来防止であれば
まだやりようがあると思います。コーンサイレージを保管するスタックやバンカーでは使わないときはシー
トで覆う、パドックなど牛のえさ場まわりでは網を張るなどの対策が考えられます。もちろん、これら
の作業だけでも大変なのですが、畑への侵入を防ぐことに比べればかなり現実的ではないかと思います。

　昨冬は、環境省事業の一環として、下久著呂地区で試験的に牛のえさ場への侵入を防ぐ対策を実施し
ました。十分ではありませんでしたが、ある程度の効果が見られました。今後もさらに効果的な対策を
見いだしていきたいと考えています（この件に関しては、またいずれ詳しくお伝えします）。

　計画通りに進めば、今冬の給餌量は2014年度対比で３割減となります。２割減だった昨冬の段階で、
給餌場周辺の農場を中心に、飛来が目に見えて増えたという話が聞こえてきています。飛来の少ない農
場でも、今のうちから対策をしておけば、飛来の増加を未然に防ぐことにつながると思います。

　改めて、今後のタンチョウとの付き合い方を総合的に考えなくてはいけないと感じています。

デントコーン発芽直後の畑に群れる若いタンチョウ（下久著呂地区）
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　春が来たかと思えば、早く
も夏が近づいてきましたね。
「春が短くなってきた気がす
る」という方もいらっしゃる
ようですが、やはり四季の国
ですからそれぞれの季節を存
分に楽しみたいものです。
　季節の変わり目は体調管理
が大事と言われます。私は３
月に一度体調を崩していまし
たが、その後はどうにか体調
の変化なく過ごせています。
しかしここ最近は服の選択が
難しく、外出した後に気温が
上がって暑い思いを何度かし
ました。連休明けにしようと
思っていた車のタイヤ交換も
しそびれていましたし、今年
に限らずですが季節の対応に
は苦戦しています。（Ｈ）

編集後記

６月村のカレンダー

1木

・鶴居老人クラブ健康相談　9：30～　鶴居老人寿の家
・幌呂老人クラブ健康相談　9：30～　幌呂老人寿の家
・鶴居村開村80周年記念平成29年度第24回鶴居村植樹祭
　　10：00～　プロムナード東側
・下幌呂老人クラブ健康相談
　　10：30～　下幌呂老人寿の家
・特設人権相談
　　13：00～　役場第1・2会議室

2金 ・第50回鶴居村家畜共進会　　10：00～　鶴居村家畜共進会場

3土 ・鶴居小学校大運動会　9：00～　鶴居小学校グラウンド
4日
5月
6火

7水
・狂犬病予防集合注射　9：00～　村内各所
・平成29年度鶴居村老人クラブ連合会ゲートボール大会
　　9：30～　村ゲートボールコート

8木 ・狂犬病予防集合注射　9：00～　村内各所
9金 ・狂犬病予防集合注射　9：10～　村内各所

10土 ・幌呂小学校・幌呂中学校合同運動会　　9：30～　幌呂小学校グラウンド

11日 ・下幌呂小学校・自治会合同運動会　　8：50～　下幌呂小学校グラウンド

12月

13火 ・子育て支援事業「あそびのひろば」　　　10：00～　ふるさと情報館「みなくる」

14水
15木
16金

17土 ・わんぱくアドベンチャークラブ6月講座　　8：30～　鶴居市街

18日
19月
20火 ・第2回村議会定例会　10：00～　議場
21水 ・第2回村議会定例会　10：00～　議場
22木 ・乳児健診　13：00～　総合センター和室

23金 ・寿大学6月講座　10：00～　総合センター・第38回中学生意見発表会　14：00～　総合センター

24土 ・第3回クエストクラブ　8：30～　温根内
25日
26月

27火 ・新鶴居診療所落成式　11：30～　新診療所・鶴居診療所移転作業（休診）　13：00～

28水 ・鶴居診療所移転作業（休診）　 8：30～
29木 ・鶴居診療所移転作業（休診）　 8：30～
30金 ・鶴居診療所移転作業（休診）　 8：30～

人の動き
（４月末住民登録人口）

人口 総数 2,530人
（前月比 +12人）
うち外国人人口　25人
（男 ６人・女19人）

昨年同期は　２,523人で、
対前年比較は　＋７人です。

男 １，２６７人（前月比 +7人）
女 １，２６３人（前月比 +5人）

世帯数　1,150戸
（前月比 +14戸）

うち外国人世帯数　１９戸

　鶴居運動広場でのひとコマで
す。
　今年の連休は天気が良く、広
場内もたくさんの笑顔で溢れて
いました。

（※詳細記事は５ページ）

今月の表紙

今年１月からの発生件数
　人身事故１件／物件事故22件
４月中の発生件数
　人身事故０件／物件事故１件
死亡事故ゼロの日　532日

（４月末現在）

交通事故発生状況
（鶴居駐在所より情報提供）


